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(57)【要約】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック法および
ユーザ機器（ＵＥ）が提供される。このＣＳＩフィード
バック法は、非コヒーレント結合伝送（ＪＴ）が行われ
る通信リソースを選択するステップであって、非コヒー
レントＪＴは選択された通信リソースを用いることによ
って性能目標を達成する、ステップと、非コヒーレント
ＪＴに参加する基地局（ＢＳ）に、選択された通信リソ
ースの指標をエンハンスドＣＳＩとしてフィードバック
するステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック法であって、
　非コヒーレント結合伝送（ＪＴ）が行われる通信リソースを選択するステップであって
、前記非コヒーレントＪＴは前記選択された通信リソースを用いることによって性能目標
を達成する、ステップと、
　前記非コヒーレントＪＴに参加する基地局（ＢＳ）に、前記選択された通信リソースの
指標をエンハンスドＣＳＩとしてフィードバックするステップと
　を含む、ＣＳＩフィードバック法。
【請求項２】
　前記エンハンスドＣＳＩは、バンド部分（ＢＰ）の選択の指標である、請求項１に記載
のＣＳＩフィードバック法。
【請求項３】
　前記エンハンスドＣＳＩは、伝送ポイント（ＴＰ）の選択の指標である、請求項１に記
載のＣＳＩフィードバック法。
【請求項４】
　前記エンハンスドＣＳＩは、適応変調符号化（ＡＭＣ）テーブルの選択の指標である、
請求項１に記載のＣＳＩフィードバック法。
【請求項５】
　前記エンハンスドＣＳＩは、バンド部分（ＢＰ）の選択の指標、伝送ポイント（ＴＰ）
の選択の指標、および適応変調符号化（ＡＭＣ）テーブルの選択の指標のうちの少なくと
も２つの組み合わされた指標である、請求項１に記載のＣＳＩフィードバック法。
【請求項６】
　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、モード１－０またはモード２－０のフィー
ドバックタイプ４が、広帯域ＣＱＩおよび前記エンハンスドＣＳＩをフィードバックする
ためのフィードバックタイプに置換されることによって、新たなモード１－０または新た
なモード２－０が形成される、請求項１～５のいずれか１項に記載のＣＳＩフィードバッ
ク法。
【請求項７】
　前記エンハンスドＣＳＩおよび前記広帯域ＣＱＩは連結されるかまたは結合的に符号化
され、
　前記連結されるかまたは結合的に符号化される広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩ
は、前記新たなモード１－０または前記新たなモード２－０に従ってフィードバックされ
る、請求項６に記載のＣＳＩフィードバック法。
【請求項８】
　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、モード１－０またはモード２－０のフィー
ドバックタイプ４が、前記エンハンスドＣＳＩのみをフィードバックするためのフィード
バックタイプに置換される、請求項１～５のいずれか１項に記載のＣＳＩフィードバック
法。
【請求項９】
　前記モード１－０または前記モード２－０からフィードバックタイプ３が除去される、
請求項６～８のいずれか１項に記載のＣＳＩフィードバック法。
【請求項１０】
　前記モード２－０のフィードバックタイプ１が、ＢＰにおける１つの好ましいサブバン
ド位置と、前記サブバンドにおける個々のコードワードに対するＣＱＩとをフィードバッ
クするためのフィードバックタイプに置換される、請求項６～９のいずれか１項に記載の
ＣＳＩフィードバック法。
【請求項１１】
　ユーザ機器（ＵＥ）であって、
　非コヒーレント結合伝送（ＪＴ）が行われる通信リソースを選択するように構成された
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リソース選択ユニットを含み、前記非コヒーレントＪＴは前記選択された通信リソースを
用いることによって性能目標を達成し、前記ＵＥはさらに、
　前記非コヒーレントＪＴに参加する基地局（ＢＳ）に、前記選択された通信リソースの
指標をエンハンスドＣＳＩとしてフィードバックするように構成されたチャネル状態情報
（ＣＳＩ）フィードバックユニットを含む、ＵＥ。
【請求項１２】
　前記エンハンスドＣＳＩは、バンド部分（ＢＰ）の選択の指標、伝送ポイント（ＴＰ）
の選択の指標、および適応変調符号化（ＡＭＣ）テーブルの選択の指標のうちの少なくと
も１つである、請求項１１に記載のＵＥ。
【請求項１３】
　ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、モード１－０またはモード２－０は前記エ
ンハンスドＣＳＩのフィードバックを可能にするように変更され、
　前記ＣＳＩフィードバックユニットは前記変更されたモード１－０またはモード２－０
に従って前記ＣＳＩをフィードバックする、請求項１１または１２に記載のＵＥ。
【請求項１４】
　モード１－０またはモード２－０のフィードバックタイプ４が、広帯域ＣＱＩおよび前
記エンハンスドＣＳＩをフィードバックするためのフィードバックタイプに置換されるこ
とによって、新たなモード１－０または新たなモード２－０が形成され、
　前記ＵＥは、前記エンハンスドＣＳＩおよび前記広帯域ＣＱＩを連結するように構成さ
れた連結ユニットをさらに含み、
　前記ＣＳＩフィードバックユニットは前記新たなモード１－０または前記新たなモード
２－０に従って前記連結された広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィードバック
する、請求項１３に記載のＵＥ。
【請求項１５】
　モード１－０またはモード２－０のフィードバックタイプ４が、広帯域ＣＱＩおよび前
記エンハンスドＣＳＩをフィードバックするためのフィードバックタイプに置換されるこ
とによって、新たなモード１－０または新たなモード２－０が形成され、
　前記ＵＥは、前記エンハンスドＣＳＩおよび前記広帯域ＣＱＩを結合的に符号化するよ
うに構成された結合符号化ユニットをさらに含み、
　前記ＣＳＩフィードバックユニットは前記新たなモード１－０または前記新たなモード
２－０に従って前記結合的に符号化された広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィ
ードバックする、請求項１３に記載のＵＥ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は通信技術に関し、より特定的には、マルチ基地局（ｍｕｌｔｉ－Ｂａｓｅ　ｓ
ｔａｔｉｏｎ：マルチＢＳ）協調モードにおいてチャネル状態情報（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓ
ｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＣＳＩ）をフィードバックするための方法、および
その方法に対応するユーザ機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多重入出力（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ：ＭＩ
ＭＯ）無線伝送技術は、送信機および受信機の両方に複数のアンテナを配備し、かつ無線
伝送において空間リソースを利用することによって、空間多重利得および空間ダイバーシ
チ利得を達成できる。情報理論の研究から、ＭＩＭＯシステムの容量は伝送アンテナの数
および受信アンテナの数の最小値とともに線形的に増加することが示されている。図１は
、ＭＩＭＯシステムの概略図を示す。図１に示されるとおり、送信機の複数のアンテナお
よび各受信機の複数のアンテナは、空間ドメイン情報を含むマルチアンテナ無線チャネル
を構成する。さらに、直交周波数分割多重（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ：ＯＦＤＭ）技術は、強力なフェージン
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グ防止能力および高い周波数利用率を有するために、マルチパスおよびフェージング環境
における高速データ伝送に好適である。ＭＩＭＯとＯＦＤＭとを組み合わせたＭＩＭＯ－
ＯＦＤＭ技術は、新世代のモバイル通信に対するコア技術となっている。
【０００３】
　たとえば、第３世代パートナーシップ・プロジェクト（ｔｈｅ　３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ：３ＧＰＰ）組織は、モバイル通信
分野の国際組織であり、３Ｇセルラー通信技術の規格化において重要な役割を果たしてい
る。２００４年の後半に、３ＧＰＰ組織は、進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ：ＥＵＴＲＡ）
および進化型ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　Ｔｅ
ｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＥＵＴＲＡＮ）を設
計するためのいわゆるロングターム・エボリューション（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ：ＬＴＥ）プロジェクトを開始した。ＭＩＭＯ－ＯＦＤＭ技術は、ＬＴＥシス
テムのダウンリンクで用いられる。２００８年４月に中国のシンセンで開催された会議に
おいて、３ＧＰＰ組織は４Ｇセルラー通信システム（現在はＬＴＥ－Ａシステムと呼ばれ
る）の規格化に対する議論を開始した。この会議において、「マルチアンテナ・マルチＢ
Ｓ協調」として公知の概念が多大な注目および支持を集めた。その概念の中核となるアイ
デアは、複数のＢＳが１つまたはそれ以上のユーザ機器（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ
ｓ：ＵＥ）に対する通信サービスを同時に提供できることによって、セルの端縁に位置す
るＵＥに対するデータ伝送速度が改善されるというものである。
【０００４】
　マルチアンテナ・マルチＢＳ協調に関して、基本的合意は主に次の非特許文献１（規格
文書）、すなわち２０１０年３月の３ＧＰＰ　ＴＲ　３６．８１４　Ｖ９．０．０（２０
１０－０３）、「Ｅ－ＵＴＲＡ物理層局面に対するさらなる進歩（リリース９）（Ｆｕｒ
ｔｈｅｒ　ａｄｖａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｅ－ＵＴＲＡ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａ
ｙｅｒ　ａｓｐｅｃｔｓ（Ｒｅｌｅａｓｅ　９））」より入手可能であり、その基本的合
意は以下のとおりに要約され得る。
【０００５】
　（１）マルチアンテナ・マルチＢＳサービスにおいて、ＵＥは、そのＵＥとセルのセッ
トにおける各ＢＳ／セルとの間のリンクのチャネル状態／統計情報を報告する必要がある
。このセルのセットは、マルチアンテナ・マルチＢＳ伝送に対する測定セットと呼ばれる
。
【０００６】
　（２）ＵＥが実際に情報フィードバックを行うＢＳ／セルのセットは測定セットの部分
集合であってもよく、その部分集合はマルチアンテナ・マルチＢＳ伝送に対する協調セッ
トと呼ばれる。当然、マルチアンテナ・マルチＢＳ伝送に対する協調セットはマルチアン
テナ・マルチＢＳ伝送に対する測定セットと同じであってもよい。
【０００７】
　（３）マルチアンテナ・マルチＢＳ伝送に対する協調セットにおけるＢＳ／セルは、直
接的または間接的に、ＵＥに対する物理ダウンリンク共有チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ＰＤＳＣＨ）伝送に参加する。物理
ダウンリンク共有チャネルは、ＵＥのデータチャネルである。
【０００８】
　（４）複数のＢＳが協調伝送に直接参加するスキームは、結合処理（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ：ＪＰ）と呼ばれる。ＪＰスキームは、協調に参加する複数のＢＳの間
でＵＥのＰＤＳＣＨ信号を共有する必要があり、２つのアプローチに分割され得る。一方
のアプローチは結合伝送（Ｊｏｉｎｔ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ：ＪＴ）と呼ばれ、こ
れは複数のＢＳが自身のＰＤＳＣＨ信号をＵＥに同時に伝送するというものである。他方
のアプローチは動的セル選択（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｃｅｌｌ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ：ＤＣＳ
）と呼ばれ、これはあらゆる時間に最適の信号リンクを有するただ１つのＢＳが選択され
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て、自身のＰＤＳＣＨ信号をＵＥに伝送するというものである。なお、規格化プロセスの
進歩により、ＤＣＳは「セル」という限定された意味よりも「伝送ポイント（Ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ　Ｐｏｉｎｔ）」（ＴＰ）という拡張された意味において理解されるべき
である。伝送ポイントという用語は、ダウンリンク基準信号（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌ）パターン（ＣＳＩ－ＲＳパターン）に対応する複数の伝送ポートのセットを示
す。
【０００９】
　（５）複数のＢＳが協調伝送に間接的に参加するスキームは、協調ビーム形成／協調ス
ケジューリング（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ／Ｃｏｏｒｄｉｎａ
ｔｅｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ：ＣＢ／ＣＳ）と呼ばれる。このＣＢ／ＣＳスキームにお
いては、協調に参加する複数のＢＳの間でＵＥのＰＤＳＣＨ信号を共有する代わりに、異
なるＵＥに対するＰＤＳＣＨの伝送に対するビーム／リソースが複数のＢＳ間で協調され
ることによって、互いの間の干渉が抑制される。
【００１０】
　（６）マルチアンテナ・マルチＢＳ協調伝送環境において動作するＵＥに対して、情報
フィードバックは主に各ＢＳに対して別々に行われ、サービングＢＳのアップリンクリソ
ースを通じて伝送される。
【００１１】
　本明細書において用いられる「情報フィードバック」という用語は主に、ＵＥがＢＳに
ＣＳＩをフィードバックすることによって、ＢＳがたとえば無線リソース管理などの対応
動作を行えるようにするプロセスを示す。先行技術には主に以下の３つのＣＳＩフィード
バックアプローチがある。
【００１２】
　（完全ＣＳＩフィードバック）：ＵＥはトランシーバチャネルマトリックスのすべての
要素を量子化し、各々の要素をＢＳにフィードバックする。代替的に、ＵＥはトランシー
バチャネルマトリックスのすべての要素を同様に変調し、その結果をＢＳにフィードバッ
クしてもよい。代替的に、ＵＥはトランシーバチャネルマトリックスに対する一時的共分
散マトリックスを得て、共分散マトリックスのすべての要素を量子化し、各々の要素をＢ
Ｓにフィードバックしてもよい。よってＢＳは、ＵＥからフィードバックされたチャネル
量子化情報から正確なチャネルを再構築できる。このアプローチは、非特許文献２、すな
わち３ＧＰＰ　Ｒ１－０９３７２０、「ＣｏＭＰ　ｅメールの概要（ＣｏＭＰ　ｅｍａｉ
ｌ　ｓｕｍｍａｒｙ）」、クアルコム（Ｑｕａｌｃｏｍｍ）に詳細に記載されており、そ
の実施は図２に示されている。
【００１３】
　（統計に基づくＣＳＩフィードバック）：ＵＥはトランシーバチャネルマトリックスに
統計的プロセスを適用し、たとえばそのトランシーバチャネルマトリックスの共分散マト
リックスを算出し、その統計情報を量子化するなどしてから、その結果をＢＳにフィード
バックする。よってＢＳは、ＵＥからのフィードバックに基づいて、チャネルの統計状態
情報を得ることができる。このアプローチは、非特許文献２、すなわち３ＧＰＰ　Ｒ１－
０９３７２０、「ＣｏＭＰ　ｅメールの概要（ＣｏＭＰ　ｅｍａｉｌ　ｓｕｍｍａｒｙ）
」、クアルコム（Ｑｕａｌｃｏｍｍ）に詳細に記載されており、その実施は図３に示され
ている。
【００１４】
　（コードブック空間サーチに基づくＣＳＩフィードバック）：ＵＥおよびＢＳによって
、ＣＳＩの有限集合が予め定義される（すなわちコードブック空間、通常のコードブック
空間は、チャネルランクおよび／またはプリコーディングマトリックスおよび／またはチ
ャネル品質指標などを含む）。トランシーバチャネルマトリックスを検出するとき、ＵＥ
はコードブック空間から現行チャネルマトリックスのＣＳＩに最もよく適合する要素をサ
ーチし、その要素のインデックスをＢＳにフィードバックする。よってＢＳは、そのイン
デックスに基づいて予め定義されたコードブック空間をルックアップすることにより、大
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まかなＣＳＩを得る。このアプローチは、非特許文献３、すなわち３ＧＰＰ，Ｒ１－０８
３５４６、「ダウンリンク結合処理ＣｏＭＰに対するセルごとのプリコーディング方法（
Ｐｅｒ－ｃｅｌｌ　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍｅｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　
ｊｏｉｎｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ＣｏＭＰ）」、ＥＴＲＩに詳細に記載されており、
その実施は図４に示されている。
【００１５】
　上記３つのアプローチのうち、完全ＣＳＩフィードバックが最高の性能を有するが、フ
ィードバックオーバヘッドが最も高いために、実際のシステムに適用するには実用的でな
い。特に、マルチアンテナ・マルチＢＳ協調システムにおいて、そのシステムのフィード
バックオーバヘッドはＢＳ数の増加に比例して増加するため、完全ＣＳＩフィードバック
はさらに一層非実用的である。コードブック空間サーチに基づくＣＳＩフィードバックは
フィードバックオーバヘッドが最も低いが、コードブック空間サーチに基づくＣＳＩフィ
ードバックはチャネル状態を正確に記述できないために送信機がチャネル特性を十分に利
用できず、そのチャネル特性に従った伝送を行うことができないことから、性能の点で最
低である。しかしながら、このアプローチは実施が非常に簡単であり、典型的には数ビッ
トでフィードバックを達成できる。よってこのアプローチは実際のシステムに広く適用さ
れる。これに対し、統計に基づくＣＳＩフィードバックは、これら２つのアプローチの良
好なトレードオフを達成する。チャネル状態が有意な統計情報を有するとき、このアプロ
ーチは比較的少量のフィードバックによってチャネル状態を正確に記述でき、それによっ
て比較的理想に近い性能を達成できる。
【００１６】
　現在、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａシステムにおいては、実際的なシステム実装に対する因
子を考慮して、単一セル伝送モードにおいてコードブック空間サーチに基づくＣＳＩフィ
ードバックが用いられている。ＬＴＥ－ＡシステムにおけるマルチＢＳ／セル協調モード
においても、コードブック空間サーチに基づくこのＣＳＩフィードバックが用いられ続け
ることが予期される。
【００１７】
　コードブック空間サーチに基づくＣＳＩフィードバックに対して、ＬＴＥシステムには
２つのフィードバックチャネルがある。すなわち、物理アップリンク制御チャネル（Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＣＨａｎｎｅｌ：ＰＵＣＣＨ）および物
理アップリンク共有チャネル（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　ＣＨａ
ｎｎｅｌ：ＰＵＳＣＨ）である。一般的に、ＰＵＣＣＨはペイロードの低い周期的基本的
ＣＳＩの伝送のために構成されているのに対し、ＰＵＳＣＨはペイロードの高いバースト
性の拡張ＣＳＩの伝送のために構成されている。ＰＵＣＣＨに対する完全ＣＳＩは、異な
るサブフレームで伝送されるさまざまなフィードバックコンテンツで構成される。一方、
ＰＵＳＣＨに対する完全ＣＳＩは、１つのサブフレームにおいて伝送される。ＬＴＥ－Ａ
システムにおいて、こうした設計はなおも原理的に適用可能である。
【００１８】
　フィードバックコンテンツは３つのカテゴリに分割できる。すなわち、チャネル品質イ
ンデックス（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｅｘ：ＣＱＩ）、プリコーディン
グマトリックスインデックス（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ：ＰＭＩ
）およびランクインデックス（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｅｘ：ＲＩ）であり、これらのカテゴリ
はすべてビット量子化フィードバックである。ＣＱＩは典型的に、パケット誤り率が０．
１以下の伝送フォーマットに対応する。
【００１９】
　ＬＴＥシステムにおいては、ダウンリンクデータに対する次の８タイプのＭＩＭＯ伝送
アプローチが定義されている。
【００２０】
　（１）単一アンテナ伝送。単一アンテナ伝送は、単一アンテナＢＳにおける信号伝送に
用いられる。このアプローチはＭＩＭＯシステムの特殊な事例であり、単一層のデータの
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みを伝送できる。
【００２１】
　（２）伝送ダイバーシチ。ＭＩＭＯシステムにおいて、信号の受信品質を改善するため
に、信号の伝送に時間および／または周波数のダイバーシチ効果を利用してもよい。この
アプローチは単一層のデータのみを伝送できる。
【００２２】
　（３）開ループ空間分割多重。開ループ空間分割多重は、ＵＥからのＰＭＩフィードバ
ックを必要としない空間分割多重である。
【００２３】
　（４）閉ループ空間分割多重。閉ループ空間分割多重は、ＵＥからのＰＭＩフィードバ
ックを必要とする空間分割多重である。
【００２４】
　（５）マルチユーザＭＩＭＯ。同じ周波数におけるＭＩＭＯシステムのダウンリンク通
信に、複数のＵＥが同時に参加している。
【００２５】
　（６）閉ループ単一層プリコーディング。ＭＩＭＯシステムを用いて、ただ１つの単一
層のデータが伝送される。ＵＥからのＰＭＩフィードバックが必要である。
【００２６】
　（７）ビーム形成伝送。ＭＩＭＯシステムにおいてビーム形成技術が用いられる。ＵＥ
におけるデータ復調のために専用の基準信号が用いられる。ＭＩＭＯシステムを用いて、
ただ１つの単一層のデータが伝送される。ＵＥからのＰＭＩフィードバックは必要でない
。
【００２７】
　（８）２層ビーム形成伝送。ＰＭＩおよびＲＩをフィードバックするように、またはＰ
ＭＩおよびＲＩをフィードバックしないようにＵＥが構成され得る。ＬＴＥ－Ａシステム
において、上記８タイプの伝送アプローチは保持および／またはキャンセルされてもよい
。
【００２８】
　新たなタイプの伝送アプローチ、すなわちタイプ９）動的ＭＩＭＯ切換えが任意に加え
られてもよい。このタイプの伝送アプローチにおいて、ＢＳはＵＥが動作するＭＩＭＯモ
ードを動的に調整できる。
【００２９】
　上記のＭＩＭＯ伝送アプローチを支援するために、ＬＴＥシステムにおいてさまざまな
ＣＳＩフィードバックモードが定められている。以下に詳述するとおり、各ＭＩＭＯ伝送
アプローチはいくつかのＣＳＩフィードバックモードに対応する。
【００３０】
　ＰＵＣＣＨに対しては４つのＣＳＩフィードバックモードがある。すなわちモード１－
０、モード１－１、モード２－０およびモード２－１である。これらのモードは、以下を
含む４タイプのフィードバックの組み合わせである。
【００３１】
　（１）タイプ１：バンド部分（Ｂａｎｄ　Ｐａｒｔ）（ＢＰ、通信スペクトルリソース
のセットＳの部分集合であり、セットＳのサイズに依存するサイズを有する）における１
つの好ましいサブバンド位置と、そのサブバンドに対するＣＱＩ。それぞれのオーバヘッ
ドは、サブバンド位置に対してＬビット、第１のコードワードのＣＱＩに対して４ビット
、および第１のコードワードのＣＱＩに関して差動符号化される可能な第２のコードワー
ドのＣＱＩに対して３ビットである。
【００３２】
　（２）タイプ２：広帯域ＣＱＩおよびＰＭＩ。それぞれのオーバヘッドは、第１のコー
ドワードのＣＱＩに対して４ビット、第１のコードワードのＣＱＩに関して差動符号化さ
れる可能な第２のコードワードのＣＱＩに対して３ビット、およびＢＳのアンテナ構成に
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依存してＰＭＩに対して１、２または４ビットである。
【００３３】
　（３）タイプ３：ＲＩ。ＲＩに対するオーバヘッドは、ＢＳのアンテナ構成に依存して
、２アンテナに対して１ビット、または４アンテナに対して２ビットである。
【００３４】
　（４）タイプ４：広帯域ＣＱＩ。オーバヘッドは４ビットである。
【００３５】
　上記の異なるタイプに対応して、ＵＥは異なる情報をＢＳにフィードバックする。
【００３６】
　モード１－０はタイプ３およびタイプ４の組み合わせである。すなわち、異なる期間お
よび／または異なるサブフレームオフセットによってタイプ３およびタイプ４のフィード
バックが行われ、セットＳにおける第１のコードワードの広帯域ＣＱＩとＲＩ情報とがフ
ィードバックされることを意味する。
【００３７】
　モード１－１はタイプ３およびタイプ２の組み合わせである。すなわち、異なる期間お
よび／または異なるサブフレームオフセットによってタイプ３およびタイプ２のフィード
バックが行われ、セットＳの広帯域ＰＭＩと、個々のコードワードに対する広帯域ＣＱＩ
と、ＲＩ情報とがフィードバックされることを意味する。
【００３８】
　モード２－０はタイプ３、タイプ４およびタイプ１の組み合わせである。すなわち、異
なる期間および／または異なるサブフレームオフセットによってタイプ３、タイプ４およ
びタイプ１のフィードバックが行われ、セットＳにおける第１のコードワードの広帯域Ｃ
ＱＩと、ＲＩ情報と、さらにＢＰにおける１つの好ましいサブバンド位置と、サブバンド
における第１のコードワードに対するＣＱＩとがフィードバックされることを意味する。
【００３９】
　モード２－１はタイプ３、タイプ２およびタイプ１の組み合わせである。すなわち、異
なる期間および／または異なるサブフレームオフセットによってタイプ３、タイプ２およ
びタイプ１のフィードバックが行われ、セットＳの広帯域ＰＭＩと、個々のコードワード
に対する広帯域ＣＱＩと、ＲＩ情報と、さらにＢＰにおける１つの好ましいサブバンド位
置と、サブバンドにおける個々のコードワードに対するＣＱＩとがフィードバックされる
ことを意味する。
【００４０】
　よって、ＭＩＭＯ伝送アプローチとＣＳＩフィードバックモードとの間には次の対応が
存在する。
【００４１】
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ１）：モード１－０およびモード２－０、
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ２）：モード１－０およびモード２－０、
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ３）：モード１－０およびモード２－０、
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ４）：モード１－１およびモード２－１、
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ５）：モード１－１およびモード２－１、
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ６）：モード１－１およびモード２－１、
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ７）：モード１－０およびモード２－０、
　ＭＩＭＯ伝送アプローチ８）：ＵＥからのＰＭＩ／ＲＩフィードバック有のとき、モー
ド１－１およびモード２－１；またはＵＥからのＰＭＩ／ＲＩフィードバック無のとき、
モード１－０およびモード２－０。
【００４２】
　ここで、ＣＱＩ、ＰＭＩおよびＲＩはＬＴＥ－Ａシステムの単一ＢＳ伝送アプローチに
おける主要なフィードバックコンテンツである。伝送アプローチ４）および８）に対応す
るフィードバックモードに一致するＵＥに対するフィードバックモードを保ち、かつ新た
な伝送アプローチ９）を可能にするために、ＢＳが８つの伝送アンテナを備えるシナリオ



(9) JP 2015-515761 A 2015.5.28

10

20

30

40

50

に対してＬＴＥ－Ａシステムのモード１－１およびモード２－１が最適化される。すなわ
ち、２つのチャネルプリコーディングマトリックスインデックスＷ１およびＷ２からＰＭ
Ｉが集合的に定められ、ここでＷ１は広帯域／長期チャネル特性を示し、Ｗ２はサブバン
ド／短期チャネル特性を示す。ＰＵＣＣＨにおけるＷ１およびＷ２の伝送のために、モー
ド１－１が２つのサブモードに細分される。すなわち、モード１－１（サブモード１）お
よびモード１－１（サブモード２）である。加えて、元のモード２－１が修正される。
【００４３】
　新たに定義されたフィードバックモードを支援するために、ＬＴＥ－Ａシステムにおけ
るいくつかのタイプのフィードバックが次のとおりに新たに定義される。
【００４４】
　タイプ１ａ：バンド部分（ＢＰ、通信スペクトルリソースのセットＳの部分集合であり
、セットＳのサイズに依存するサイズを有する）における１つの好ましいサブバンド位置
と、そのサブバンドに対するＣＱＩと、さらに別のサブバンドに対するＷ２。サブバンド
位置に対するオーバヘッドはＬビットであり、ＣＱＩおよびＷ２に対する合計オーバヘッ
ドは８ビット（ＲＩ＝１のとき）、９ビット（１＜ＲＩ＜５のとき）、または７ビット（
ＲＩ＞４のとき）である。
【００４５】
　タイプ２ａ：Ｗ１。Ｗ１に対するオーバヘッドは４ビット（ＲＩ＜３のとき）、２ビッ
ト（２＜ＲＩ＜８のとき）、または０ビット（ＲＩ＝８のとき）である。
【００４６】
　タイプ２ｂ：広帯域Ｗ２および広帯域ＣＱＩ。広帯域Ｗ２および広帯域ＣＱＩに対する
合計オーバヘッドは８ビット（ＲＩ＝１のとき）、１１ビット（１＜ＲＩ＜４のとき）、
１０ビット（ＲＩ＝４のとき）、または７ビット（ＲＩ＞４のとき）である。
【００４７】
　タイプ２ｃ：広帯域ＣＱＩ、Ｗ１および広帯域Ｗ２。広帯域ＣＱＩ、Ｗ１および広帯域
Ｗ２に対する合計オーバヘッドは８ビット（ＲＩ＝１のとき）、１１ビット（１＜ＲＩ＜
４のとき）、９ビット（ＲＩ＝４のとき）、または７ビット（ＲＩ＞４のとき）である。
なお、フィードバックオーバヘッドを制限するために、Ｗ１および広帯域Ｗ２は値の不完
全なセット（すなわち部分集合）からの値を取り、そのセットはＷ１および広帯域Ｗ２の
すべての可能な値をダウンサンプリングすることによって得られる。
【００４８】
　タイプ５：ＲＩおよびＷ１。ＲＩおよびＷ１に対する合計オーバヘッドは、４ビット（
８アンテナおよび２層データ多重の場合）または５ビット（８アンテナおよび４／８層デ
ータ多重の場合）である。なお、フィードバックオーバヘッドを制限するために、Ｗ１は
値の不完全なセット（すなわち部分集合）からの値を取り、そのセットはＷ１のすべての
可能な値をダウンサンプリングすることによって得られる。
【００４９】
　タイプ６：ＲＩおよびプリコーディングタイプ指標（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｔｙｐｅ　
Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＰＴＩ）。ＰＴＩに対するオーバヘッドは１ビットであり、プリコ
ーディングのタイプを示す。ＲＩおよびＰＴＩに対する合計オーバヘッドは、２ビット（
８アンテナおよび２層データ多重の場合）、３ビット（８アンテナおよび３層データ多重
の場合）、または４ビット（８アンテナおよび８層データ多重の場合）である。
【００５０】
　本記載において、「Ｗ２」が単独で用いられるときは「サブバンドＷ２」を示し、「広
帯域Ｗ２」は完全な表現によって示されるものとする。
【００５１】
　モード１－１（サブモード１）、モード１－１（サブモード１）およびモード２－１と
、フィードバックの元のタイプおよび上記の新タイプとの間のモード－タイプの関係は次
のとおりである。
【００５２】
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　（１）モード１－１（サブモード１）は、タイプ５およびタイプ２ｂの組み合わせであ
る。すなわち、異なる期間および／または異なるサブフレームオフセットによってタイプ
５およびタイプ２ｂのフィードバックが行われる。
【００５３】
　（２）モード１－１（サブモード２）は、タイプ３およびタイプ２／２ｃの組み合わせ
である。
【００５４】
　（２．１）ＭＩＭＯ伝送アプローチがタイプ４）または８）のものであるとき、モード
１－１（サブモード２）はタイプ３およびタイプ２で構成される。すなわち、異なる期間
および／または異なるサブフレームオフセットによってタイプ３およびタイプ２のフィー
ドバックが行われる。
【００５５】
　（２．２）ＭＩＭＯ伝送アプローチがタイプ９）のものであるとき、モード１－１（サ
ブモード２）はタイプ３およびタイプ２ｃで構成される。すなわち、異なる期間および／
または異なるサブフレームオフセットによってタイプ３およびタイプ２ｃのフィードバッ
クが行われる。
【００５６】
　（３）新たなモード２－１はタイプ９）のＭＩＭＯ伝送アプローチに対して特定的であ
り、タイプ６、タイプ２ｂおよびタイプ２ａ／１ａの組み合わせである。
【００５７】
　（３．１）タイプ６のＰＴＩが０のとき、新たなモード２－１はタイプ６、タイプ２ｂ
およびタイプ２ａで構成される。すなわち、異なる期間および／または異なるサブフレー
ムオフセットによってタイプ６、タイプ２ｂおよびタイプ２ａのフィードバックが行われ
る。
【００５８】
　（３．２）タイプ６のＰＴＩが１のとき、新たなモード２－１はタイプ６、タイプ２ｂ
およびタイプ１ａで構成される。すなわち、異なる期間および／または異なるサブフレー
ムオフセットによってタイプ６、タイプ２ｂおよびタイプ１ａのフィードバックが行われ
る。
【００５９】
　さらに、非特許文献４、すなわち２０１１年１月にアイルランドのダブリンにて開催さ
れた３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１会議（ｍｅｅｔｉｎｇ）＃６３ｂｉｓの議事録に
よると、ＬＴＥ－Ａシステムにおけるマルチアンテナ・マルチＢＳ協調の研究に対する典
型的なシナリオにおいては、マクロＢＳが光ファイバを介して、ＢＳのセルＩＤと同じで
あるかまたは異なるセルＩＤを有する複数の低出力リモート無線ヘッド（Ｒｅｍｏｔｅ　
Ｒａｄｉｏ　Ｈｅａｄｓ：ＲＲＨ）に接続されることが注記されている。非特許文献５、
すなわち２０１１年８月にギリシァのアテネにて開催された３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡＮ　
ＷＧ１会議＃６６の議事録によると、マルチアンテナ・マルチＢＳ協調はシステムのスル
ープットを改善するために著しく効果的であり、マルチアンテナ・マルチＢＳ協調に対す
るＣＳＩフィードバックは重要な研究トピックとなっている。
【００６０】
　現在、ＬＴＥ－Ａシステムにおけるマルチアンテナ・マルチＢＳ協調に対するＣＳＩフ
ィードバックに関する仮の結論は、フィードバックコンテンツがたとえばＣＱＩ、ＰＭＩ
およびＲＩなどのコードブック空間サーチに基づくＣＳＩを含み、情報フィードバックは
主に各ＢＳに対するＣＳＩの独立フィードバックに基づき、かつＢＳ間の相対的ＣＳＩ（
フェーズ情報など）のフィードバックに補助されるというものである。よって、非特許文
献６、すなわち２０１１年１０月に中国の珠海にて開催された３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡＮ
　ＷＧ１会議＃６６ｂｉｓの議事録によると、たとえばＪＴ、ＤＰＳ、ＣＳ／ＣＢなどの
スキームは、統一されたＣＳＩフィードバックフレームワークにおいて動的に支援され得
る。このフレームワークにおいてはまだ研究されるべき問題がいくつかある。
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【００６１】
　特に、マルチアンテナ・マルチＢＳ協調の研究に対する典型的なシナリオにおいて、Ｂ
Ｓ間の相対的ＣＳＩを伴わない非コヒーレントＪＴが、比較的低いフィードバックオーバ
ヘッドにてシステム性能のかなりの増加を達成している（非特許文献７、すなわち２０１
２年２月に開催されたＴＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１会議＃６８において提案されたＲ１－１２
０７８３、エリクソン（Ｅｒｉｃｓｓｏｎ）、「インコヒーレントおよびコヒーレントＪ
Ｔ　ＣｏＭＰの性能（Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｏｆ　Ｉｎｃｏｈｅｒｅｎｔ　ａｎｄ　
Ｃｏｈｅｒｅｎｔ　ＪＴ　ＣｏＭＰ）」を参照）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００６２】
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＲ　３６．８１４　Ｖ９．０．０（２０１０－０３）、「
Ｅ－ＵＴＲＡ物理層局面に対するさらなる進歩（リリース９）（Ｆｕｒｔｈｅｒ　ａｄｖ
ａｎｃｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｅ－ＵＴＲＡ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ａｓｐｅ
ｃｔｓ（Ｒｅｌｅａｓｅ　９））」
【非特許文献２】３ＧＰＰ　Ｒ１－０９３７２０、「ＣｏＭＰ　ｅメールの概要（ＣｏＭ
Ｐ　ｅｍａｉｌ　ｓｕｍｍａｒｙ）」、クアルコム（Ｑｕａｌｃｏｍｍ）
【非特許文献３】３ＧＰＰ，Ｒ１－０８３５４６、「ダウンリンク結合処理ＣｏＭＰに対
するセルごとのプリコーディング方法（Ｐｅｒ－ｃｅｌｌ　ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍｅｔ
ｈｏｄｓ　ｆｏｒ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｊｏｉｎｔ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ＣｏＭＰ）
」、ＥＴＲＩ
【非特許文献４】２０１１年１月にアイルランドのダブリンにて開催された３ＧＰＰ　Ｔ
ＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１会議（ｍｅｅｔｉｎｇ）＃６３ｂｉｓの議事録
【非特許文献５】２０１１年８月にギリシアのアテネにて開催された３ＧＰＰ　ＴＳＧ－
ＲＡＮ　ＷＧ１会議＃６６の議事録
【非特許文献６】２０１１年１０月に中国の珠海にて開催された３ＧＰＰ　ＴＳＧ－ＲＡ
Ｎ　ＷＧ１会議＃６６ｂｉｓの議事録
【非特許文献７】２０１２年２月に開催されたＴＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１会議＃６８におい
て提案されたＲ１－１２０７８３、エリクソン（Ｅｒｉｃｓｓｏｎ）、「インコヒーレン
トおよびコヒーレントＪＴ　ＣｏＭＰの性能（Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｏｆ　Ｉｎｃｏ
ｈｅｒｅｎｔ　ａｎｄ　Ｃｏｈｅｒｅｎｔ　ＪＴ　ＣｏＭＰ）」
【非特許文献８】３ＧＰＰ、Ｒ１－０９２４２７、「ＬＴＥ－Ａシステムにおける仮想化
ＬＴＥアンテナに対するＣＳＩ－ＲＳ設計（ＣＳＩ－ＲＳ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｆｏｒ　Ｖｉ
ｒｔｕａｌｉｚｅｄ　ＬＴＥ　Ａｎｔｅｎｎａ　ｉｎ　ＬＴＥ－Ａ　Ｓｙｓｔｅｍ）」、
富士通（Ｆｕｊｉｔｓｕ）
【非特許文献９】ＴＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１会議＃６７において提案されたＲ１－１１４２
５８、エリクソン（Ｅｒｉｃｓｓｏｎ）、「ＤＬ　ＣｏＭＰに対するＣＳＩフィードバッ
ク（ＣＳＩ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｆｏｒ　ＤＬ　ＣｏＭＰ）」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００６３】
　しかしながら、既存のフィードバックモードに従った既存のＣＳＩのフィードバックは
、非コヒーレントＪＴをあまり良好に支援しない。特に、現行の技術仕様は非コヒーレン
トＪＴに対する典型的フィードバックモードとしてモード１－０またはモード２－０を指
定するが、既存のモード１－０またはモード２－０に関連するフィードバック情報は効果
が低く、非コヒーレントＪＴの性能は通常、満足できるものではない。
【００６４】
　上記の技術的問題を解決するために、本発明は、エンハンスド（ｅｎｈａｎｃｅｄ）Ｃ
ＳＩをフィードバックすることによって非コヒーレントＪＴの性能を改善する、新規のＣ
ＳＩフィードバック法およびユーザ機器を提案する。既存の仕様に適合するために、本発
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明はさらに、変更されたフィードバックモードに従ってエンハンスドＣＳＩをどのように
フィードバックするかを提案する。
【課題を解決するための手段】
【００６５】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の局面に従うと、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）フィードバック法が提供され、この方法は、非コヒーレント結合伝送（ＪＴ）が行わ
れる通信リソースを選択するステップであって、非コヒーレントＪＴは選択された通信リ
ソースを用いることによって性能目標を達成する、ステップと、非コヒーレントＪＴに参
加する基地局（ＢＳ）に、選択された通信リソースの指標をエンハンスドＣＳＩとしてフ
ィードバックするステップとを含む。
【００６６】
　本発明の目的を達成するために、本発明の第２の局面に従うと、ユーザ機器（ＵＥ）が
提供され、このユーザ機器は、非コヒーレントＪＴが行われる通信リソースを選択するよ
うに構成されたリソース選択ユニットを含み、非コヒーレントＪＴは選択された通信リソ
ースを用いることによって性能目標を達成し、ユーザ機器はさらに、非コヒーレントＪＴ
に参加するＢＳに、選択された通信リソースの指標をエンハンスドＣＳＩとしてフィード
バックするように構成されたＣＳＩフィードバックユニットを含む。
【発明の効果】
【００６７】
　本発明によるＣＳＩフィードバック法およびユーザ機器は、システムスループットが高
く、実施が簡単であり、かつ信号伝達オーバヘッドが低いという利点を有する。
【００６８】
　本発明の上記およびその他の目的、特徴および利点は、図面を参照して示された以下の
好ましい実施形態からより明確になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】ＭＩＭＯシステムの概略図である。
【図２】完全ＣＳＩフィードバックの概略図である。
【図３】統計に基づくＣＳＩフィードバックの概略図である。
【図４】コードブック空間サーチに基づくＣＳＩフィードバックの概略図である。
【図５】マルチセル・セルラー通信システムの概略図である。
【図６】本発明によるＣＳＩフィードバック法を示す流れ図である。
【図７】広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィードバックするためのフィードバ
ックタイプを示す概略図である。
【図８】広帯域ＣＱＩおよびＢＰの選択の指標をフィードバックするためのフィードバッ
クタイプを示す概略図である。
【図９】広帯域ＣＱＩおよびＴＰの選択の指標をフィードバックするためのフィードバッ
クタイプを示す概略図である。
【図１０】広帯域ＣＱＩおよびＡＭＣテーブルの選択の指標をフィードバックするための
フィードバックタイプを示す概略図である。
【図１１】シフトによって得られる変調符号化テーブルの概略図である。
【図１２】エンハンスドＣＳＩのみをフィードバックするためのフィードバックタイプを
示す概略図である。
【図１３】本発明によるＵＥの概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００７０】
　図面を参照して、本発明の好ましい実施形態を詳述する。以下の説明においては、本発
明の概念を曖昧にしないために、本発明に必要のない詳細および機能は省略する。本発明
の実施ステップを明瞭かつ詳細に説明するために、ＬＴＥ－Ａセルラー通信システムのダ
ウンリンクに適用可能ないくつかの特定の実施形態を以下に提供する。本発明は実施形態
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において例示される適用に限定されないことを注記する。むしろ、本発明はたとえば将来
の５Ｇシステムなど、その他の通信システムにも適用可能である。
【００７１】
　加えて、本明細書において用いられる「サービングＢＳ（ｓｅｒｖｉｎｇ　ＢＳ）」、
「協働ＢＳ（ｃｏｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ＢＳ）」、および「協働ＢＳセット（ｃｏｏｐｅ
ｒａｔｉｎｇ　ＢＳ　ｓｅｔ）」という用語のうち、当業者によって通常用いられる「サ
ービングＢＳ」という用語は、ＭＳに制御信号を直接伝送できるＢＳを示すことを注記す
る。しかしながら、異なる概念を明確に区別するために、「協働ＢＳ」という用語は当業
者が熟知するものとは異なる態様で用いられる。具体的には、当業者は通常、協調伝送に
参加するすべてのＢＳを示すためにこの用語を用いるが、本明細書において用いられる「
協働ＢＳ」という用語は特に、協調伝送に参加するサービングＢＳ以外のＢＳを示す。「
協働ＢＳセット」という用語は、こうした「協働ＢＳ」のセットを示す。当然、協働ＢＳ
セットに「サービングＢＳ」は含まれない。さらに、「ＢＳ」という用語は単一の物理的
エンティティとして狭く解釈されるべきではない。むしろ、１つまたはそれ以上の伝送ポ
ートによって形成されるＴＰも「ＢＳ」として解釈されてもよい。なぜなら、ＵＥの観点
からは、「ＢＳ」および「ＴＰ」はどちらも音声またはデータサービスを供給する論理的
基準点であり、区別される必要がないからである。
【００７２】
　図５は、マルチセル・セルラー通信システムの概略図である。セルラーシステムは、サ
ービスカバレッジ区域をいくつかの隣接する無線カバレッジ区域、すなわちセルに分割し
ている。図５において、全体のサービス区域は、各々が例示的に六角形として示されるセ
ル１００、１０２および１０４によって形成される。基地局（ＢＳ）２００、２０２およ
び２０４は、それぞれセル１００、１０２および１０４に関連付けられる。当業者に公知
であるとおり、ＢＳ２００～２０４の各々は少なくとも送信機および受信機を含む。なお
、一般的にセル内のサービングノードであるＢＳは、リソーススケジューリングの機能を
有する独立ＢＳ、独立ＢＳに属する伝送ノード、または（典型的にセルのカバレッジをさ
らに改善するために構成される）リレーノードなどであってもよい。図５に例示的に示さ
れるとおり、ＢＳ２００～２０４の各々はセル１００～１０４のうち対応するセルの特定
の区域に位置し、かつ全方向性アンテナを備える。しかし、セルラー通信システムに対す
るセル配置において、ＢＳ２００～２０４の各々は、一般的にセクタと呼ばれる、セル１
００～１０４のうち対応するセルの部分的区域を指向的にカバーするための指向性アンテ
ナを備えてもよいことを注記する。よって、図５に示されるマルチセル・セルラー通信シ
ステムの図は単なる例示であって、セルラーシステムにおける本発明の実施が上記の限定
に依拠することを意味するものではない。
【００７３】
　図５に示されるとおり、ＢＳ２００、２０２および２０４は、Ｘ２インタフェース３０
０、３０２および３０４を介して互いに接続される。ＬＴＥ－Ａシステムにおいては、基
地局と、無線ネットワーク制御ユニットと、コアネットワークとを含む３層ノードネット
ワークアーキテクチャが２層ノードアーキテクチャに簡略化されており、２層ノードアー
キテクチャにおいては無線ネットワーク制御ユニットの機能が基地局に割り当てられ、基
地局間の協調および通信のために「Ｘ２」と名付けられた有線インタフェースが定められ
る。
【００７４】
　図５において、ＢＳ２００、２０２および２０４は、エアインタフェースすなわちＡ１
インタフェース３１０、３１２および３１４を介しても互いに接続される。将来の通信シ
ステムにおいて、リレーノードの概念を導入することも可能である。リレーノードは無線
インタフェースを介して互いに接続され、基地局は特殊なリレーノードと考えられ得る。
よって、「Ａ１」と名付けられた無線インタフェースは基地局間の協調および通信のため
に用いられ得る。
【００７５】
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　加えて、図５にはＢＳ２００、２０２および２０４の上位層エンティティ２２０も示さ
れており、上位層エンティティ２２０は、ゲートウェイまたはたとえばモビリティ管理エ
ンティティなどの別のネットワークエンティティであってもよい。上位層エンティティ２
２０は、ＢＳ２００、２０２および２０４にそれぞれＳ１インタフェース３２０、３２２
および３２４を介して接続される。ＬＴＥ－Ａシステムにおいて、「Ｓ１」と名付けられ
た有線インタフェースは、上位層エンティティと基地局との間の協調および通信のために
定められる。
【００７６】
　図５に示されるとおり、セル１００、１０２および１０４上にはいくつかのユーザ機器
（ＵＥ）４００、４０２．．．４３０が分散している。当業者に公知であるとおり、ＵＥ
４００～４３０の各々は送信機と、受信機と、モバイル端末制御ユニットとを含む。ＵＥ
の各々は、自身のサービングＢＳ（ＢＳ２００、２０２および２０４の１つ）を介してセ
ルラー通信システムにアクセスできる。図５においては１６個のＵＥのみが例示的に示さ
れているが、実際には多数のＵＥが存在し得ることが理解されるべきである。この意味で
、図５におけるＵＥの説明も例示的な目的のみのためのものである。ＵＥの各々は、自身
のサービングＢＳを介してセルラー通信ネットワークにアクセスできる。特定のＵＥに制
御信号を直接伝送するＢＳが、そのＵＥに対するサービングＢＳと呼ばれ、他のＢＳはそ
のＵＥに対する非サービング（ｎｏｎ－ｓｅｒｖｉｎｇ）ＢＳと呼ばれる。非サービング
ＢＳは、そのＵＥに通信サービスを提供するためにサービングＢＳと協働する協働ＢＳと
して機能し得る。
【００７７】
　本発明の特定の実施形態の説明のために、ＵＥ４１６について考える。ＵＥ４１６はマ
ルチＢＳ協調モードで動作し、ＵＥ４１６のサービングＢＳはＢＳ２０２であり、協働Ｂ
ＳはＢＳ２００および２０４である。なお、ＵＥ４１６に焦点が当てられるが、このこと
は本発明が１つのＵＥのシナリオにのみ適応可能であることを意味するものではない。本
発明はマルチＵＥのシナリオにも有効である。たとえば、図５に示されるとおり、本発明
の方法はＵＥ４０８、４１０、４３０などにも適用可能である。この実施シナリオには１
つのサービングＢＳおよび２つの協働ＢＳが示されているが、もちろんこのことは本発明
の適用がこうした限定に依拠することを意味するものではない。実際には、サービングＢ
Ｓおよび協働ＢＳの数は限定されない。
【００７８】
　以下に、本発明によるＣＳＩフィードバック法を詳細に説明する。特定の実施形態の説
明においては、以下のマルチＢＳ協調のシナリオが想定される。
【００７９】
　例示目的のためだけの例として、マルチＢＳ協調モードで動作するＵＥ４１６は、サー
ビングＢＳとしてＢＳ２０２を有し、協働ＢＳ（非サービングＢＳ）としてＢＳ２００お
よび２０４を有する。ＵＥ４１６に対するマルチアンテナ・マルチＢＳ協調伝送のために
、ＢＳ２００およびＢＳ２０２の各々は８つの伝送アンテナを備え、かつ８つの伝送ポー
トを使用し、ＢＳ２０４は４つの伝送アンテナを備え、かつ４つの伝送ポートを使用する
。ＵＥ４１６は単一アンテナデバイスまたはマルチアンテナデバイスであってもよい。マ
ルチＢＳ協調モードで動作可能なあらゆるその他のＵＥ（例、ＵＥ４００～４３０のいず
れか）に対しても、サービングＢＳおよび協働ＢＳが規定されている。
【００８０】
　なお、典型的にＢＳの伝送アンテナの数は伝送ポートの数に等しいが、ＢＳの伝送アン
テナおよび伝送ポートは必ずしも１対１対応でなくてもよい。実際の実施においては、複
数の伝送アンテナを重み付けした態様で組み合わせることによって、ＢＳの複数の伝送ア
ンテナを単一の伝送ポートにマップしてもよい（非特許文献８、すなわち３ＧＰＰ、Ｒ１
－０９２４２７、「ＬＴＥ－Ａシステムにおける仮想化ＬＴＥアンテナに対するＣＳＩ－
ＲＳ設計（ＣＳＩ－ＲＳ　Ｄｅｓｉｇｎ　ｆｏｒ　Ｖｉｒｔｕａｌｉｚｅｄ　ＬＴＥ　Ａ
ｎｔｅｎｎａ　ｉｎ　ＬＴＥ－Ａ　Ｓｙｓｔｅｍ）」、富士通（Ｆｕｊｉｔｓｕ）を参照



(15) JP 2015-515761 A 2015.5.28

10

20

30

40

50

）。
【００８１】
　さらに、上記のシナリオにおいて用いられる一貫性のない伝送ポート構成に従う特定の
伝送ポート数は、単なる例示の目的のみのためのものであることを注記する。本発明の適
用は、決してこれらの数に限定されない。むしろ本発明の実施形態を考慮して、本発明は
あらゆる伝送ポート構成に広く適用可能であることを当業者は認識するだろう。
【００８２】
　以下、図６を参照して本発明によるＣＳＩフィードバック法の流れを詳細に説明する。
図６に示されるとおり、本発明によるＣＳＩフィードバック法６００はステップＳ６０１
から始まる。ステップＳ６０１において、ＵＥは非コヒーレントＪＴが行われる通信リソ
ースを選択する。以下の詳細な説明にそれぞれ提示されるとおり、リソースはＢＰのセッ
ト、ＴＰのセットまたはＡＭＣテーブルのセットから選択されてもよい。提案されるとお
り、上記３つのセットのうちのあらゆる２つの和集合または上記３つのセットの和集合か
らリソースの群を選択することも可能である。さらに、通信リソースは上記３種類の通信
リソースから選択されることに限定されないことが認識されるべきである。実際には、ス
テップＳ６０１において、非コヒーレントＪＴの性能に影響するあらゆる種類の通信リソ
ースのセットの中から適切な通信リソースが選択され得ると考えられる。
【００８３】
　通信リソースを選択するための基準は、選択された通信リソースが非コヒーレントＪＴ
の性能目標を達成できることである。以下の詳細な説明において、非コヒーレントＪＴの
性能目標とはシステムスループットを最大化することである。非コヒーレントＪＴの性能
目標はシステムスループットを最大化することに限定されず、システム利用率を最大化す
ること、ユーザ通信のＱｏＳを保証すること、セル境界におけるユーザ経験を改善するこ
と、および／またはその他であってもよいことを当業者は認識するだろう。
【００８４】
　その後この方法はステップＳ６０２に進み、ステップＳ６０２においてＵＥは非コヒー
レントＪＴに参加するＢＳに、選択された通信リソースの指標をエンハンスドＣＳＩとし
てフィードバックする。したがって、以下の詳細な説明に示されるとおり、エンハンスド
ＣＳＩは、選択されたＢＰ、選択されたＴＰおよび選択されたＡＭＣテーブルのうちの１
つか、または選択されたＢＰ、選択されたＴＰおよび選択されたＡＭＣテーブルのうちの
２つか、または選択されたＢＰ、選択されたＴＰおよび選択されたＡＭＣテーブルのすべ
てを示してもよい。加えて、エンハンスドＣＳＩは上記のコンテンツを示すことに限定さ
れないことが認識されるべきである。実際には、ステップＳ６０２において非コヒーレン
トＪＴに参加するＢＳにフィードバックされるコンテンツは、ステップＳ６０１において
どの通信リソースが選択されたかによって異なる。
【００８５】
　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａシステムにおける既存のフィードバックアプローチにできる限
り適合するために、上述のエンハンスドＣＳＩをフィードバックするために、既存のフィ
ードバックモード１－０またはモード２－０に基づく新たなフィードバックモード１－０
またはモード２－０が導入される。図７に示されるとおり、モード１－０またはモード２
－０のタイプ４（広帯域ＣＱＩ）にエンハンスドＣＳＩを加えることによって新たなフィ
ードバックタイプが形成されて、前記新たなフィードバックモード１－０またはモード２
－０が形成される。こうした設計の背後にある技術的原理は次のとおりである。非コヒー
レントＪＴは典型的に（時間、周波数、空間、またはＴＰなどの点で）少数のリソースに
対してのみ良好な性能を達成する。比較的大きな予備ペイロードを有するタイプ４にエン
ハンスドＣＳＩを加えることによって、ＢＳのスケジューラは非コヒーレントＪＴがどの
リソースに対して良好な性能を有するかをより良く把握できるようになる。
【００８６】
　上述のとおり、エンハンスドＣＳＩは、ＢＰの選択の指標、ＴＰの選択の指標、もしく
はＡＭＣテーブルの選択の指標、またはそのあらゆる組み合わせであってもよい。以下に
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おいては、エンハンスドＣＳＩがＢＰの選択の指標であるとき、ＴＰの選択の指標である
とき、またはＡＭＣテーブルの指標であるときのそれぞれの場合について、タイプ４（広
帯域ＣＱＩ）に選択されたリソースの指標を加えることによってエンハンスドＣＳＩをど
のようにフィードバックするかを詳細に示す。
【００８７】
　（広帯域ＣＱＩおよびＢＰの選択の指標）
　（例１）：ＵＥ４１６に対して非コヒーレントＪＴは第２のＢＰにおいて高いシステム
スループットを達成すると仮定し、ＵＥ４１６はタイプ４のフィードバックを行うときに
、連結符号化または結合符号化などを通じて広帯域ＣＱＩの前または後にサービングＢＳ
に第２のＢＰのインデックス＃２（典型的に１～３ビットで表わされる）をフィードバッ
クしてもよい。その結果、ＢＳのスケジューラは非コヒーレントＪＴがどのリソースに対
して良好な性能を有するかをより正確に把握できる。こうして形成された新たなフィード
バックタイプを図８に示す。
【００８８】
　（広帯域ＣＱＩおよびＴＰの選択の指標）
　（例２）：ＵＥ４１６に対して非コヒーレントＪＴは特定のＴＰによって高いシステム
スループットを達成すると仮定し、ＵＥ４１６はタイプ４のフィードバックを行うときに
、連結符号化または結合符号化などを通じて広帯域ＣＱＩの前または後にサービングＢＳ
にＴＰの選択の指標（典型的に１～３ビットで表わされる）をフィードバックしてもよい
。その結果、ＢＳのスケジューラは非コヒーレントＪＴがどのリソースに対して良好な性
能を有するかをより正確に把握できる。こうして形成された新たなフィードバックタイプ
を図９に示す。
【００８９】
　上記のフィードバックのために、ＵＥは通常、サービングＢＳからマルチアンテナ・マ
ルチＢＳ協調に参加するＴＰのセットを最初に取得する必要がある。このステップの非限
定的な実施として、ＵＥ（例、ＵＥ４１６）はサービングＢＳ（例、サービングＢＳ２０
２）に、ＵＥから自身の隣接ＢＳまでの経路の経路損失情報を定期的に報告してもよい。
したがって、サービングＢＳはその報告からＵＥの地理的位置を推定し、その推定された
地理的位置に基づいてマルチアンテナ・マルチＢＳ協調に参加するＴＰのセットを定め、
たとえば無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＲＣ）
信号または媒体アクセス制御（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＭＡＣ）層
信号などの上位層信号を介してＵＥに対するＴＰのセットを半静的に（ｓｅｍｉ－ｓｔａ
ｔｉｃａｌｌｙ）構成することができる。典型的に、ＵＥは単純にＴＰに対応するＲＳパ
ターンを知らされてもよい。以下に、ＴＰセットがそれぞれ２つから８つのＴＰを含む場
合に対するＴＰセットの７つの非限定的な例を提供する。
【００９０】
　例２（ａ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは２つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は１ビットを用いて２つのオピニオン（ｏｐｉｎｉｏｎｓ
）から１つを選んだ結果をフィードバックできる。この２つのＴＰは以下を含んでもよい
。１）ＢＳ２０２のポート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、ならびに
２）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４
のポート２および３を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ。
【００９１】
　例２（ｂ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは３つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は２ビットを用いて３つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この３つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、ならびに３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００
のポート３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで
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構成されるＴＰ。
【００９２】
　例２（ｃ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは４つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は２ビットを用いて４つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この４つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート
３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで構成され
るＴＰ、ならびに４）ＢＳ２０４のポート０から３を含む合計４つのポートで構成される
ＴＰ。なお、ＵＥが第４のＴＰを選ぶとき、ＵＥはＢＳ２０４全体を同等に選ぶ。すなわ
ち、ＤＰＳ伝送アプローチが実施される。ここで、ＤＰＳ伝送に対応するこうしたＴＰは
、マルチアンテナ・マルチＢＳ協調に参加するＴＰのセットのすべての例示的構成に含ま
れてもよい。
【００９３】
　例２（ｄ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは５つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は３ビットを用いて５つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この５つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート
３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで構成され
るＴＰ、４）ＢＳ２０４のポート０から３を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、な
らびに５）ＢＳ２００のポート４から７を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ。なお
、実際の実施においては、第４および第５のＴＰのポートの数が最初の３つのＴＰのポー
トの数と異なることが可能である。なぜなら、異なるＴＰは互いに独立した構成を有する
ためである。ここで、異なる数のポートを有するこうしたＴＰは、マルチアンテナ・マル
チＢＳ協調に参加するＡＰのセットのすべての例示的構成に含まれてもよい。
【００９４】
　例２（ｅ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは６つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は３ビットを用いて６つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この６つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート
３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで構成され
るＴＰ、４）ＢＳ２０４のポート０から３を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、５
）ＢＳ２００のポート４から７を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、ならびに６）
ＢＳ２０４のポート０から３、およびＢＳ２００のポート７および８を含む合計６つのポ
ートで構成されるＴＰ。なお、第６のＴＰはＢＳ２０４のすべてのポートおよび別のＢＳ
の一部（またはすべて）のポートで構成される。ここで、こうしたＴＰは、マルチアンテ
ナ・マルチＢＳ協調に参加するＡＰのセットのすべての例示的構成に含まれてもよい。
【００９５】
　例２（ｆ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは７つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は３ビットを用いて７つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この７つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート
３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで構成され
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るＴＰ、４）ＢＳ２０４のポート０から３を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、５
）ＢＳ２００のポート４から７を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、６）ＢＳ２０
４のポート０から３、およびＢＳ２００のポート７および８を含む合計６つのポートで構
成されるＴＰ、ならびに７）ＢＳ２００のポート０から７を含む合計８つのポートで構成
されるＴＰ。
【００９６】
　例２（ｇ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは８つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は３ビットを用いて８つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この８つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート
３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで構成され
るＴＰ、４）ＢＳ２０４のポート０から３を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、５
）ＢＳ２００のポート４から７を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、６）ＢＳ２０
４のポート０から３、およびＢＳ２００のポート７および８を含む合計６つのポートで構
成されるＴＰ、７）ＢＳ２００のポート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴ
Ｐ、ならびに８）ＢＳ２００のポート３および４、ＢＳ２０２のポート０から３、ならび
にＢＳ２０４のポート０および１の合計で構成されるＴＰ。なお、実際の実施においては
、第８のＴＰおよび第３のＴＰが、順序の異なる８つのポートの同じセットを有すること
が可能である。なぜなら、異なるポート順序を有するＴＰは異なるＴＰとみなされるため
である。
【００９７】
　（広帯域ＣＱＩおよびＡＭＣテーブルの選択の指標）
　（例３）：ＵＥ４１６に対して非コヒーレントＪＴは非常に高いシステムスループット
を達成すると仮定し、ＵＥ４１６はタイプ４のフィードバックを行うときに、連結符号化
または結合符号化などを通じて広帯域ＣＱＩの前または後にサービングＢＳにＡＭＣテー
ブルの選択の指標（典型的に１～３ビットで表わされる）をフィードバックしてもよい。
その結果、ＢＳのスケジューラは非コヒーレントＪＴがどのリソースに対して優れた性能
を達成できるかを正確に把握できる。こうして形成された新たなフィードバックタイプを
図１０に示す。
【００９８】
　前記ＡＭＣテーブルは、信号対干渉雑音比（Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅ
ｎｃｅ　ａｎｄ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ：ＳＩＮＲ）とＣＱＩとのマッピング関係を反
映するマッピングテーブルである。変調符号化テーブルに従って、ＵＥは、正の整数であ
るＳＩＮＲ対ＣＱＩインデックスに対応する信頼性の高い伝送（一般的にはパケット誤り
率０．１であることが信頼性の高い伝送と考えられる）が可能な変調符号化レベルをマッ
プする（すなわち、ＵＥは量子化ＣＱＩを得る）。非コヒーレントＪＴが採用されるとき
、その非コヒーレントＪＴの異なる性能に対して適用される複数の異なるバージョンの変
調符号化テーブルが存在してもよい。たとえば、図１１に示されるとおり、基準の変調符
号化テーブルをシフトすることによって、複数の異なるバージョンの変調符号化テーブル
を得ることができる。図１１において、左側のテーブルは現行ＬＴＥシステムにおいて用
いられる変調符号化テーブルであり、ここで伝送フォーマットインデックスとは、変調符
号化インデックスすなわちＣＱＩを示す。このテーブル全体を上方向にシフトすることに
よって、図１１の右側に示されるとおり、別バージョンの変調符号化テーブルが得られる
。なお、図１１の右側のテーブルにおいて、各々が変調レベル８（２５６ＱＡＭ変調に対
応する）を有する第１９行から第２４行は、図１１の左側のテーブルには存在しない。な
ぜなら、変調符号化テーブル全体が上方向にシフトされたために、結果としてテーブルの
下部に空の部分がもたらされ、その部分により高レベルの変調符号化スキームを格納する
必要があったためである。もちろん、変調符号化テーブル全体が下方向にシフトされても
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よく、その結果としてテーブルの上部に空の部分がもたらされ、その部分により低レベル
の変調符号化スキームを格納する必要がある。
【００９９】
　既存のフィードバックモード１－０またはモード２－０に基づいて新たなフィードバッ
クモード１－０またはモード２－０を形成するためのアプローチの１つを上述した。なお
、このアプローチにおける広帯域ＣＱＩは、非コヒーレントＪＴに対する効果が限られて
いる。したがって、新たなフィードバックモード１－０またはモード２－０を形成するた
めの別のアプローチとして、モード１－０またはモード２－０のタイプ４（広帯域ＣＱＩ
）から広帯域ＣＱＩを削除して、タイプ４の中にエンハンスドＣＳＩを加えてもよく、そ
れによって図１２に示されるとおりの新たなフィードバックタイプが形成され、かつ対応
する新たなフィードバックモード１－０またはモード２－０が形成される。
【０１００】
　加えて、ＲＩは非コヒーレントＪＴにとって不必要であり得ることを注記する。このこ
とは、サービングＴＰがＲＩを有し、協働ＴＰが独立のＲＩを有さずに単純にサービング
ＴＰと同じＲＩを使用するために、非コヒーレントＪＴに対するＲＩがサービングＴＰの
ＲＩと同じになるときに当てはまる（非特許文献９、すなわちＴＳＧ－ＲＡＮ　ＷＧ１会
議＃６７において提案されたＲ１－１１４２５８、エリクソン（Ｅｒｉｃｓｓｏｎ）、「
ＤＬ　ＣｏＭＰに対するＣＳＩフィードバック（ＣＳＩ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｆｏｒ　Ｄ
Ｌ　ＣｏＭＰ）」を参照）。こうした場合には、モード１－０またはモード２－０からタ
イプ３（ＲＩ）を削除して、対応する新たなモード１－０またはモード２－０を形成する
ことが可能である。
【０１０１】
　さらに、既存のモード２－０のタイプ１において、ＢＰにおけるただ１つの好ましいサ
ブバンド位置と、サブバンドにおける第１のコードワードのＣＱＩとがフィードバックさ
れることを注記する。マルチストリーム・マルチコードワード非コヒーレントＪＴを支援
するために、対応する新たなモード２－０は、ＢＰにおける１つの好ましいサブバンド位
置と、サブバンドにおける個々のコードワードに対するＣＱＩとをフィードバックするよ
うに形成される必要がある。
【０１０２】
　ここに、上記のＣＳＩフィードバック法の実施を可能にするＵＥ１３００も提供される
。図１３は、本発明によるＵＥ１３００の概略ブロック図である。
【０１０３】
　図１３に示されるとおり、本発明によるＵＥ１３００は、非コヒーレントＪＴが行われ
る通信リソースを選択するように構成されたリソース選択ユニット１３１０を含み、非コ
ヒーレントＪＴは選択された通信リソースを用いることによって性能目標を達成し、ＵＥ
１３００はさらに、非コヒーレントＪＴに参加するＢＳに、選択された通信リソースの指
標をエンハンスドＣＳＩとしてフィードバックするように構成されたＣＳＩフィードバッ
クユニット１３３０を含む。
【０１０４】
　好ましくは、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、モード１－０またはモード２
－０はエンハンスドＣＳＩのフィードバックを可能にするように変更され、ＣＳＩフィー
ドバックユニットはその変更されたモード１－０またはモード２－０に従ってＣＳＩをフ
ィードバックする。
【０１０５】
　さらに、モード１－０またはモード２－０のフィードバックタイプ４が、広帯域ＣＱＩ
およびエンハンスドＣＳＩをフィードバックするためのフィードバックタイプに置換され
ることによって、対応する新たなモード１－０またはモード２－０が形成されるとき、Ｕ
Ｅはさらに、エンハンスドＣＳＩおよび広帯域ＣＱＩを連結するように構成された連結ユ
ニット１３２０を含んでもよく、ＣＳＩフィードバックユニットは新たなモード１－０ま
たはモード２－０に従って連結された広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィード
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バックする。代替的に、モード１－０またはモード２－０のフィードバックタイプ４が、
広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィードバックするためのフィードバックタイ
プに置換されることによって、対応する新たなモード１－０またはモード２－０が形成さ
れるとき、ＵＥはさらに、エンハンスドＣＳＩおよび広帯域ＣＱＩを結合的に符号化する
ように構成された結合符号化ユニット１３２０を含んでもよく、ＣＳＩフィードバックユ
ニットは新たなモード１－０またはモード２－０に従って結合的に符号化された広帯域Ｃ
ＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィードバックする。
【０１０６】
　加えて、本発明は次のとおりに表され得る。
【０１０７】
　上記の目的を達成するために、本発明の第１の局面に従うと、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）フィードバック法が提供され、この方法は、非コヒーレント結合伝送（ＪＴ）が行わ
れる通信リソースを選択するステップであって、非コヒーレントＪＴは選択された通信リ
ソースを用いることによって性能目標を達成する、ステップと、非コヒーレントＪＴに参
加する基地局（ＢＳ）に、選択された通信リソースの指標をエンハンスドＣＳＩとしてフ
ィードバックするステップとを含む。
【０１０８】
　好ましくは、エンハンスドＣＳＩは、バンド部分（ＢＰ）の選択の指標、伝送ポイント
（ＴＰ）の選択の指標、または適応変調符号化（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏ
ｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ：ＡＭＣ）テーブルの選択の指標であってもよい。さらに、エ
ンハンスドＣＳＩは上記の指標の少なくとも２つの組み合わせであってもよい。
【０１０９】
　好ましくは、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、モード１－０またはモード２
－０のフィードバックタイプ４が、広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィードバ
ックするためのフィードバックタイプに置換されることによって、新たなモード１－０ま
たは新たなモード２－０が形成される。さらに、エンハンスドＣＳＩおよび広帯域ＣＱＩ
が連結または結合的に符号化されてもよく、その連結または結合的に符号化された広帯域
ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩは、新たなモード１－０または新たなモード２－０に従
ってフィードバックされる。
【０１１０】
　代替的に、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、モード１－０またはモード２－
０のフィードバックタイプ４が、エンハンスドＣＳＩのみをフィードバックするためのフ
ィードバックタイプに置換される。
【０１１１】
　好ましくは、モード１－０またはモード２－０からフィードバックタイプ３が除去され
る。
【０１１２】
　好ましくは、モード２－０のフィードバックタイプ１が、ＢＰにおける１つの好ましい
サブバンド位置と、サブバンドにおける個々のコードワードに対するＣＱＩとをフィード
バックするためのフィードバックタイプに置換される。
【０１１３】
　本発明の目的を達成するために、本発明の第２の局面に従うと、ユーザ機器（ＵＥ）が
提供され、このユーザ機器は、非コヒーレントＪＴが行われる通信リソースを選択するよ
うに構成されたリソース選択ユニットを含み、非コヒーレントＪＴは選択された通信リソ
ースを用いることによって性能目標を達成し、ユーザ機器はさらに、非コヒーレントＪＴ
に参加するＢＳに、選択された通信リソースの指標をエンハンスドＣＳＩとしてフィード
バックするように構成されたＣＳＩフィードバックユニットを含む。
【０１１４】
　好ましくは、エンハンスドＣＳＩは、ＢＰの選択の指標、ＴＰの選択の指標、およびＡ
ＭＣテーブルの選択の指標のうちの少なくとも１つである。
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【０１１５】
　好ましくは、ＬＴＥまたはＬＴＥ－Ａシステムにおいて、モード１－０またはモード２
－０はエンハンスドＣＳＩのフィードバックを可能にするように変更され、ＣＳＩフィー
ドバックユニットはその変更されたモード１－０またはモード２－０に従ってＣＳＩをフ
ィードバックする。
【０１１６】
　好ましくは、モード１－０またはモード２－０のフィードバックタイプ４が、広帯域Ｃ
ＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィードバックするためのフィードバックタイプに置換
されることによって、新たなモード１－０または新たなモード２－０が形成され、ＵＥは
、エンハンスドＣＳＩおよび広帯域ＣＱＩを連結するように構成された連結ユニットをさ
らに含み、ＣＳＩフィードバックユニットは新たなモード１－０または新たなモード２－
０に従って連結された広帯域ＣＱＩおよびエンハンスドＣＳＩをフィードバックする。
【０１１７】
　あるいは、ＵＥは、エンハンスドＣＳＩおよび広帯域ＣＱＩを結合的に符号化するよう
に構成された結合符号化ユニットを含み、ＣＳＩフィードバックユニットは新たなモード
１－０または新たなモード２－０に従って結合的に符号化された広帯域ＣＱＩおよびエン
ハンスドＣＳＩをフィードバックする。
【０１１８】
　なお、本発明の解決策は単なる例として上に説明されている。しかしながら、本発明は
上記のステップおよび構成要素構造に限定されない。実際の要求によって、ステップおよ
び構成要素構造を調整、追加および除去することが可能である。よって、ステップおよび
構成要素のいくつかは、本発明の一般的発明概念を達成するために必須のものではない。
したがって、本発明に必要な特徴は上記の特定の例ではなく、本発明の一般的発明概念を
達成するための最低限の要件にのみ限定される。
【０１１９】
　本発明の好ましい実施形態を参照して、本発明について上に説明した。本発明の趣旨お
よび範囲から逸脱することなく、当業者によってさまざまな修正、変更および追加が行わ
れ得ることが理解されるべきである。したがって、本発明の範囲は上記の特定の実施形態
に限定されず、添付の請求項によってのみ定義される。
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月17日(2014.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　モード１－１（サブモード１）、モード１－１（サブモード２）およびモード２－１と
、フィードバックの元のタイプおよび上記の新タイプとの間のモード－タイプの関係は次
のとおりである。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　例２（ｄ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは５つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は３ビットを用いて５つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この５つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート
３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで構成され
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るＴＰ、４）ＢＳ２０４のポート０から３を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、な
らびに５）ＢＳ２００のポート４から７を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ。なお
、実際の実施においては、第４および第５のＴＰのポートの数が最初の３つのＴＰのポー
トの数と異なることが可能である。なぜなら、異なるＴＰは互いに独立した構成を有する
ためである。ここで、異なる数のポートを有するこうしたＴＰは、マルチアンテナ・マル
チＢＳ協調に参加するＴＰのセットのすべての例示的構成に含まれてもよい。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　例２（ｅ）：サービングＢＳ２０２がＵＥ４１６のために構成したＴＰセットは６つの
ＴＰを含むために、ＵＥ４１６は３ビットを用いて６つのオピニオンから１つを選んだ結
果をフィードバックできる。この６つのＴＰは以下を含んでもよい。１）ＢＳ２０２のポ
ート０から７を含む合計８つのポートで構成されるＴＰ、２）ＢＳ２０２のポート０から
３、ＢＳ２００のポート０および１、ならびにＢＳ２０４のポート２および３を含む合計
８つのポートで構成されるＴＰ、３）ＢＳ２０２のポート０から３、ＢＳ２００のポート
３および４、ならびにＢＳ２０４のポート０および１を含む合計８つのポートで構成され
るＴＰ、４）ＢＳ２０４のポート０から３を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、５
）ＢＳ２００のポート４から７を含む合計４つのポートで構成されるＴＰ、ならびに６）
ＢＳ２０４のポート０から３、およびＢＳ２００のポート７および８を含む合計６つのポ
ートで構成されるＴＰ。なお、第６のＴＰはＢＳ２０４のすべてのポートおよび別のＢＳ
の一部（またはすべて）のポートで構成される。ここで、こうしたＴＰは、マルチアンテ
ナ・マルチＢＳ協調に参加するＴＰのセットのすべての例示的構成に含まれてもよい。
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